
(57)【要約】
【課題】防除効果の高いハエ類防除用毒餌剤を提供する。
【解決手段】式（１）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で示されるオキサジアジン化合物及び摂食誘導物質を含有することを特徴とするハエ類防
除用毒餌剤及び該毒餌剤をハエ類の発生または飛来する場所あるいはその周辺に処理する
ことを特徴とするハエ類の防除方法。
【選択図】　　なし

10

JP 2004-115409 A 2004.4.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
式 （ １ ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で 示 さ れ る オ キ サ ジ ア ジ ン 化 合 物 及 び 摂 食 誘 導 物 質 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る ハ エ 類 防
除 用 毒 餌 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
摂 食 誘 導 物 質 が 、 糖 類 、 澱 粉 、 穀 物 粉 、 乳 製 品 、 動 物 粉 、 昆 虫 粉 、 ト リ コ セ ン お よ び ア セ
タ ー ル よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 毒 餌 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 毒 餌 剤 を ハ エ 類 の 発 生 ま た は 飛 来 す る 場 所 あ る い は そ の 周 辺 に
処 理 す る こ と を 特 徴 と す る ハ エ 類 の 防 除 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 お よ び ハ エ 類 の 防 除 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 、 畜 舎 、 ゴ ミ 処 理 場 、 飲 食 店 、 家 庭 内 等 の ハ エ 類 が 飛 来 あ る い は 発 生 す る 場 所 に お け
る ハ エ 類 の 防 除 剤 と し て は 有 機 リ ン 系 殺 虫 性 化 合 物 や ピ レ ス ロ イ ド 系 殺 虫 性 化 合 物 等 を 有
効 成 分 と す る 油 剤 、 乳 剤 等 が 知 ら れ て お り 、 こ れ ら は 通 常 、 ハ エ 類 に 直 接 噴 霧 あ る い は 空
間 噴 霧 す る 処 理 に よ り 施 用 さ れ る 。 し か し 、 こ の 処 理 方 法 は 処 理 労 力 が 甚 大 に か か る と い
う 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 最 近 、 処 理 が 簡 便 な ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 と し て ア ザ メ チ フ ォ ス 等 の 有 機 リ ン 系 殺 虫
性 化 合 物 等 を 含 有 す る 毒 餌 剤 も 市 販 さ れ て い る が 、 か か る 毒 餌 剤 の 防 除 効 果 は 必 ず し も 満
足 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 防 除 効 果 の 高 い ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
Ｂ ａ ｊ ｏ ｍ ｉ ， 　 Ｄ ａ ｎ ｉ ｅ ｌ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ 著 「 Ａ ｐ ｐ ｌ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｏ ｆ 　 ｌ ａ ｒ
ｖ ｉ ｃ ｉ ｄ ｅ ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｔ ｏ ｘ ｉ ｃ ａ ｎ ｔ 　 ｂ ａ ｉ ｔ ｓ 　 ｔ ｏ 　 ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 　 ｔ ｈ
ｅ 　 ｂ ｒ ｅ ｅ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｏ ｆ 　 ｈ ｏ ｕ ｓ ｅ ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ 　 ｉ ｎ 　 ｃ ｌ ｏ ｓ ｅ ｄ 　 ｐ ｏ ｕ ｌ ｔ
ｒ ｙ 　 ｈ ｏ ｕ ｓ ｅ ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｐ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ ｉ ｅ ｓ 」 Ｉ ｎ ｔ ． 　 Ｐ ｅ ｓ ｔ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ
ｌ 　 （ １ ９ ９ ０ ） ， 　 ３ ２ （ ２ ） 　 ４ ４ － ４ ９
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 状 況 下 、 本 発 明 者 は 新 た な ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 の 開 発 に つ き 検 討 を 重 ね た 結 果 、 特
定 の 殺 虫 活 性 成 分 を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 毒 餌 剤 が 、 ハ エ 類 に 対 し 特 異 的 に 高 い 防 除 効
果 を 発 揮 し え る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 至 っ た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
即 ち 本 発 明 は 、 式 （ １ ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で 示 さ れ る オ キ サ ジ ア ジ ン 化 合 物 （ 以 下 、 本 化 合 物 と 記 す 。 ） 及 び 摂 食 誘 導 物 質 を 含 有 す
る こ と を 特 徴 と す る ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 （ 以 下 、 本 毒 餌 剤 と 記 す ） お よ び 本 毒 餌 剤 を 施 用
す る こ と を 特 徴 と す る ハ エ 類 の 防 除 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 化 合 物 は 、 一 般 名 イ ン ド キ サ カ ル ブ と し て 知 ら れ た 化 合 物 で あ る 。 本 化 合 物 に は 、 （ Ｓ
） － メ チ ル 　 ７ － ク ロ ロ － ２ ， ５ － ジ ヒ ド ロ － ２ － ［ ［ （ メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル ） ［ ４ － （
ト リ フ ル オ ロ メ ト キ シ ） フ ェ ニ ル ］ ア ミ ノ ］ カ ル ボ ニ ル ］ イ ン デ ノ ［ １ ， ２ － ｅ ］ ［ １ ，
３ ， ４ ］ オ キ サ ジ ア ジ ン － ４ ａ （ ３ Ｈ ） － カ ル ボ キ シ レ ー ト 及 び （ Ｒ ） － メ チ ル 　 ７ － ク
ロ ロ － ２ ， ５ － ジ ヒ ド ロ － ２ － ［ ［ （ メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル ） ［ ４ － （ ト リ フ ル オ ロ メ ト キ
シ ） フ ェ ニ ル ］ ア ミ ノ ］ カ ル ボ ニ ル ］ イ ン デ ノ ［ １ ， ２ － ｅ ］ ［ １ ， ３ ， ４ ］ オ キ サ ジ ア
ジ ン － ４ ａ （ ３ Ｈ ） － カ ル ボ キ シ レ ー ト の ２ 種 の 異 性 体 が 存 在 す る 。 本 発 明 に お い て 、 本
化 合 物 は こ れ ら の 異 性 体 単 独 及 び 異 性 体 の 任 意 の 割 合 の 混 合 物 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 毒 餌 剤 は 通 常 、 本 毒 餌 剤 が ハ エ 類 に 摂 食 さ れ る こ と に よ り ハ エ 類 に 対 す る 防 除 効 果 を 発
揮 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 毒 餌 剤 中 の 本 化 合 物 の 含 有 量 は 、 通 常 ０ ． ０ ０ ０ ５ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 毒 餌 剤 に は 本 化 合 物 の 他 に 摂 食 誘 導 物 質 を 含 有 す る 。 該 摂 食 誘 導 物 質 は 、 ハ エ 類 の 定 位
、 定 着 、 摂 食 行 動 等 を 誘 導 、 継 続 さ せ る た め の 物 質 で あ る 。 摂 食 誘 導 物 質 と し て は 、 例 え
ば シ ョ 糖 、 ブ ド ウ 糖 、 グ ラ ニ ュ ー 糖 、 果 糖 、 乳 糖 、 麦 芽 糖 、 黒 砂 糖 、 赤 砂 糖 、 三 温 糖 、 デ
キ ス ト リ ン 、 ア ラ ビ ノ ー ス 、 ガ ラ ク ト ー ス 、 ソ ル ビ ト ー ス 、 糖 蜜 、 蜂 蜜 等 の 糖 類 ； ト ウ モ
ロ コ シ 、 ジ ャ ガ イ モ 、 サ ツ マ イ モ 等 に 由 来 す る 澱 粉 ； 小 麦 粉 、 米 粉 、 ト ウ モ ロ コ シ 粉 、 ジ
ャ ガ イ モ 粉 等 の 穀 物 粉 ； 脱 脂 乳 、 脱 脂 粉 乳 、 チ ー ズ 等 の 乳 製 品 ； ウ シ 、 ブ タ 、 魚 介 類 、 エ
ビ 、 カ ニ 、 昆 虫 等 の 動 物 粉 末 や 昆 虫 粉 末 ； ト リ コ セ ン 、 ア セ タ ー ル 等 の 誘 引 物 質 を 挙 げ る
こ と が で き 、 該 摂 食 誘 導 物 質 は １ 種 単 独 で 使 用 す る こ と が で き 、 ２ 種 以 上 を 混 用 （ 混 合 、
併 用 ） す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
摂 食 誘 導 物 質 の 本 毒 餌 剤 中 の 含 有 量 は 通 常 １ ～ ９ ９ ． ９ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 毒 餌 剤 中 に は 、 必 要 に よ り エ リ ソ ル ビ ン 散 、 没 食 子 酸 プ ロ ピ ル 等 の 酸 化 防 止 剤 ；
安 息 香 酸 、 ソ ル ビ ン 酸 、 デ ヒ ド ロ 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 保 存 料 ； ト ウ ガ ラ シ 末 、 安 息 香 酸 デ
ナ ト ニ ウ ム 等 の 誤 食 防 止 剤 ； ホ ワ イ ト カ ー ボ ン 、 ベ ン ト ナ イ ト 等 の 増 量 剤 ； チ ー ズ 香 料 、
バ タ ー 香 料 、 ピ ー ナ ッ ツ 香 料 、 ス ト ロ ベ リ ー 香 料 、 ミ ル ク 香 料 、 オ ニ オ ン 香 料 等 の 香 料 ；
黄 色 ４ 号 、 赤 色 ２ 号 等 の 着 色 料 等 を 含 有 し て い て も 良 い 。 そ の 含 有 量 は 通 常 ０ ． ０ ０ １ ～
５ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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ま た 本 毒 餌 剤 は 適 宜 、 本 化 合 物 に 加 え 、 他 の 殺 虫 活 性 成 分 を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る こ と
が で き る 。 か か る 殺 虫 活 性 成 分 と し て は 、 ア ザ メ チ フ ォ ス 、 ホ ウ 酸 、 Ｎ － フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ
ー ル 系 化 合 物 、 イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 等 の ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 化 合 物 等 を 挙 げ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 毒 餌 剤 は 、 粉 状 、 顆 粒 状 、 塊 状 、 錠 剤 形 状 、 液 状 、 半 練 り 状 、 ゲ ル 状 等 、 種 々 の 形 態 を
取 り 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 毒 餌 剤 が 粉 状 の 場 合 は 、 本 化 合 物 、 摂 食 誘 導 物 質 及 び 必 要 に よ り そ の 他 の 成 分 、 水 、 ア
セ ト ン 等 の 溶 媒 を 混 合 し 、 必 要 に よ り 乾 燥 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 該 粉 状 の 本 毒 餌 剤 に
更 に 水 を 加 え て 成 形 す る こ と に よ り 顆 粒 状 や 、 塊 状 の 本 毒 餌 剤 と す る こ と が で き 、 前 記 粉
状 の 本 毒 餌 剤 に 水 を 加 え 打 錠 す る こ と に よ り 錠 剤 形 状 の 本 毒 餌 剤 と す る こ と が で き る 。 ま
た 、 本 化 合 物 、 摂 食 誘 導 物 質 及 び 必 要 に よ り そ の 他 の 成 分 を 水 や ア ル コ ー ル 等 で 希 釈 ・ 分
散 す る こ と に よ り 液 状 あ る い は 半 練 り 状 の 本 毒 餌 剤 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 ゲ ル 状 の
本 毒 餌 剤 は 、 該 液 状 あ る い は 半 練 り 状 の 本 毒 餌 剤 に 、 更 に カ ラ ギ ー ナ ン 、 ペ ク チ ン 、 寒 天
、 ゼ ラ チ ン 、 ゼ ラ チ ン ゴ ム 、 ア ル ギ ン 酸 ソ ー ダ 、 グ ァ ガ ム 、 ジ ェ ラ ン ガ ム 、 ロ ー カ ス ト ビ
ー ン ガ ム 等 の ゲ ル 化 剤 を 混 合 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 化 合 物 を 本 毒 餌 剤 に 用 い る に 当 た っ て は 、 本 化 合 物 を そ の ま ま 使 用 し て も 良 い し
、 本 化 合 物 を 含 有 す る 粉 剤 、 水 和 剤 、 乳 剤 、 油 剤 等 の 製 剤 品 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 毒 餌 剤 に よ り 、 効 果 的 に 防 除 し 得 る ハ エ 類 と し て は 、 例 え ば イ エ バ エ （ Ｍ ｕ ｓ ｃ ａ 　 ｄ
ｏ ｍ ｅ ｓ ｔ ｉ ｃ ａ ） 、 ク ロ イ エ バ エ （ Ｍ ｕ ｓ ｃ ａ 　 ｃ ｏ ｒ ｖ ｉ ｎ ａ ） 、 オ オ イ エ バ エ （ Ｍ
ｕ ｓ ｃ ｉ ｎ ａ 　 ｓ ｔ ａ ｂ ｕ ｌ ａ ｎ ｓ ） 、 ヒ メ イ エ バ エ （ Ｆ ａ ｎ ｎ ｉ ａ 　 ｃ ａ ｎ ｉ ｃ ｕ ｌ ａ
ｒ ｉ ｓ ） 等 の イ エ バ エ 類 （ Ｈ ｏ ｕ ｓ ｅ 　 ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ ） 、 オ オ キ モ ン ノ ミ バ エ （ Ｍ ｅ ｇ ａ ｓ
ｅ ｌ ｉ ａ 　 ｓ ｐ ｉ ｒ ａ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ ｉ ｓ ） 等 の ノ ミ バ エ 類 （ Ｓ ｃ ｕ ｔ ｔ ｌ ｅ 　 ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ ）
、 ツ ヤ ホ ソ バ エ 類 （ Ｓ ｐ ｉ ｎ ｙ － ｌ ｅ ｇ ｇ ｅ ｄ 　 ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ ） 、 キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ
（ Ｄ ｒ ｏ ｓ ｏ ｐ ｈ ｉ ａ 　 ｍ ｅ ｌ ａ ｎ ｏ ｇ ａ ｓ ｔ ｅ ｒ ） 等 の シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 類 （ Ｆ ｒ ｕ ｉ
ｔ － ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ ） 、 ク ロ バ エ 類 （ Ｂ ｌ ｏ ｗ 　 ｆ ｌ ｉ ｅ ｓ ） 、 ニ ク バ エ 類 （ Ｆ ｌ ｅ ｓ ｈ 　 ｆ
ｌ ｉ ｅ ｓ ） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 毒 餌 剤 の 施 用 方 法 と し て は 、 本 毒 餌 剤 が 紛 状 、 顆 粒 状 、 塊 状 、 錠 剤 形 状 等 の 固 形 物 の 場
合 は 、 本 毒 餌 剤 を 畜 舎 、 家 屋 内 の 床 や ゴ ミ 処 理 場 周 辺 等 の ハ エ 類 が 集 ま り 易 い 場 所 、 即 ち
ハ エ 類 が 発 生 ま た は 飛 来 す る 場 所 あ る い は そ の 周 辺 に 、 本 毒 餌 剤 を 撒 い た り 、 あ る い は 開
放 容 器 に 入 れ た 後 に 設 置 す る 方 法 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ の 場 合 の 施 用 量 は 本 化 合 物 に 換 算 し て １ ｍ ２ 当 た り 、 通 常 ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 毒 餌 剤 が 液 状 の 場 合 は 、 本 化 合 物 に 換 算 し て １ ｍ ２ 当 た り 、 通 常 ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ と
な る 量 の 本 毒 餌 剤 を 、 畜 舎 、 家 屋 内 、 ゴ ミ 処 理 場 周 辺 等 の ハ エ 類 が 発 生 ま た は 飛 来 す る 場
所 の 床 、 壁 、 柱 、 ケ ー ジ 枠 等 に 塗 布 し た り 、 本 毒 餌 剤 が 充 填 さ れ た 開 放 容 器 を こ れ ら の 場
所 ま た は そ の 周 辺 に 設 置 す る す る 方 法 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 本 毒 餌 剤 が ゲ ル 状 、 ま た は 半 練 り 状 の 場 合 は 、 本 化 合 物 に 換 算 し て １ ｍ ２ 当 た り 、
通 常 ０ ． １ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ と な る 量 の 本 毒 餌 剤 を 、 開 放 容 器 に 入 れ た 後 に 、 畜 舎 、 家 屋 内 、
ゴ ミ 処 理 場 周 辺 等 の ハ エ 類 の 発 生 ま た は 飛 来 す る 場 所 あ る い は そ の 周 辺 に 設 置 す る 方 法 の
他 に 、 注 射 筒 に 充 填 さ れ た 本 毒 餌 剤 を ベ イ ト ガ ン を 用 い て か か る 場 所 の 壁 や 床 等 に 付 着 さ
せ る 方 法 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 実 施 例 】
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製 剤 例 １
（ １ ） 　 ト ル ネ ー ド フ ロ ア ブ ル （ ク ミ ア イ 化 学 株 式 会 社 の 商 品 名 、 イ ン ド キ サ カ ル ブ １ ０
重 量 ％ 含 有 の フ ロ ア ブ ル 製 剤 ） ２ ５ ０ ｍ ｌ を エ バ ポ レ ー タ ー で 減 圧 濃 縮 し た 。 残 渣 を ア セ
ト ン ２ ０ ０ ｍ ｌ で ３ 回 洗 浄 後 、 グ ラ ス フ ィ ル タ ー で 濾 過 し た 。 濾 液 を エ バ ポ レ ー タ ー で 減
圧 濃 縮 し 、 得 ら れ た 濃 縮 物 を 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ ヘ キ サ ン ： 酢 酸 エ
チ ル ＝ １ ０ ： １ 容 量 比 ） で 精 製 し 、 イ ン ド キ サ カ ル ブ 原 体 １ ８ ． ０ ｇ を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ２ ） 　 （ １ ） で 得 た イ ン ド キ サ カ ル ブ ０ ． ５ 重 量 部 、 グ ラ ニ ュ ー 糖 ５ ０ 重 量 部 お よ び デ
キ ス ト リ ン ４ ９ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し 、 こ れ に 適 量 の 水 を 加 え て 混 練 し 、 押 し 出 し 成 型 、 乾
燥 し て 顆 粒 状 の 毒 餌 剤 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
製 剤 例 ２
製 剤 例 １ （ １ ） で 得 ら れ た イ ン ド キ サ カ ル ブ ０ ． １ 重 量 部 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ
チ ル エ ー テ ル ２ ０ 重 量 部 、 グ ラ ニ ュ ー 糖 ５ 重 量 部 及 び 蒸 留 水 ７ ４ ． ９ 重 量 部 を 混 合 し 、 液
状 の 毒 餌 剤 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
試 験 例 １
（ １ ） 　 製 剤 例 １ （ １ ） で 得 ら れ た イ ン ド キ サ カ ル ブ を ア セ ト ン に 溶 解 さ せ た 薬 液 の 所 定
量 を 、 脱 脂 粉 乳 お よ び グ ラ ニ ュ ー 糖 （ 重 量 比 ２ ： １ ） か ら な る 混 合 物 ２ ｇ に 混 合 後 、 風 乾
さ せ 、 イ ン ド キ サ カ ル ブ を 表 １ に 示 す 濃 度 含 有 す る 毒 餌 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ２ ） 　 ナ イ ロ ン ネ ッ ト ケ ー ジ （ ２ ２ × ２ ２ × ２ ２ ｃ ｍ ） 内 に 、 無 処 理 の 餌 （ 脱 脂 粉 乳 お
よ び グ ラ ニ ュ ー 糖 の 混 合 物 、 重 量 比 ２ ： １ ） ２ ｇ を 入 れ た ア ル ミ 皿 （ 直 径 ３ ． ８ ｃ ｍ ） お
よ び 水 を 入 れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 カ ッ プ を 配 置 し 、 こ の 中 に 、 イ エ バ エ 成 虫 ２ ０ 頭 （ 雄 １ ０
頭 、 雌 １ ０ 頭 ） を 放 っ た 。 続 い て 、 こ の ケ ー ジ 内 に （ １ ） で 得 た 毒 餌 剤 ２ ｇ を 入 れ た ア ル
ミ 皿 （ 直 径 ３ ． ８ ｃ ｍ ） を 置 い た 。 設 置 １ 日 後 に イ エ バ エ 致 死 数 を 観 察 し 、 致 死 率 を 求 め
た 。 各 ３ 反 復 実 施 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
比 較 と し て 、 有 効 成 分 が ｄ － フ ェ ノ ト リ ン で あ る 以 外 は （ １ ） と 同 様 に 処 理 し て 得 ら れ る
毒 餌 剤 、 ま た は １ ０ ％ ア ザ メ チ フ ォ ス 粉 剤 （ 日 本 チ バ ガ イ ギ ー 製 、 商 品 名 ： ア ル フ ァ ク ロ
ン プ ラ ス ） の 所 定 量 を 同 様 に 処 理 し て 得 ら れ る 毒 餌 剤 に つ い て 、 同 様 の 試 験 を 各 ３ 反 復 実
施 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
参 考 試 験 例 １
（ １ ） 　 １ ０ 重 量 ％ イ ン ド キ サ カ ル ブ 　 フ ロ ア ブ ル 剤 （ ク ミ ア イ 化 学 社 製 、 商 品 名 ： ト ル
ネ ー ド フ ロ ア ブ ル ） を 水 に て ２ ０ ０ 倍 に 希 釈 し 、 イ ン ド キ サ カ ル ブ ０ ． ０ ５ 重 量 ％ を 含 有
す る 薬 液 を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ２ ） 　 ガ ラ ス 箱 （ ７ ０ × ７ ０ × ７ ０ ｃ ｍ ） 内 に イ エ バ エ 成 虫 ２ ０ 頭 （ 雄 １ ０ 頭 、 雌 １ ０
頭 ） を 放 ち 、 こ の 中 に 上 述 の 薬 液 ２ ． １ ｍ ｌ を ス プ レ ー ガ ン に て 噴 霧 し た 。 １ ０ 分 間 曝 露
さ せ た 後 、 全 イ エ バ エ を 清 潔 な プ ラ ス チ ッ ク 容 器 に 回 収 し 、 餌 と 水 を 与 え 、 １ 日 後 に 致 死
数 を 観 察 し 、 致 死 率 を 求 め た 。 各 ３ 反 復 実 施 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ５ 重 量 ％ ｄ － フ ェ ノ ト リ ン 乳 剤 （ 組 成 ： ｄ － フ ェ ノ ト リ ン ： キ シ レ ン ： ソ ル ポ ー ル
Ｓ Ｍ ２ ０ ０ （ 東 邦 化 学 製 乳 化 剤 ） ＝ ５ ： ８ ５ ： １ ０ 重 量 ％ ） を 水 に て １ ０ ０ 倍 に 希 釈 し 、
ｄ － フ ェ ノ ト リ ン ０ ． ０ ５ 重 量 ％ を 含 有 す る 薬 液 を 調 製 し 、 （ ２ ） と 同 様 の 試 験 を 実 施 し
た 。 各 ３ 反 復 実 施 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 の ハ エ 類 防 除 用 毒 餌 剤 は 、 ハ エ 類 の 防 除 に お い て 卓 効 を 示 す 。

(7) JP 2004-115409 A 2004.4.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description

